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時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
ミ
肚
會
問
題
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九

〇
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五
四
四

時
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闘

蹟

現
代
方
便
生
活
蓬
肚
會
問
題

U

戸
.

田

海

市

[

今
日
　肱
會
問
題
ご
云

へ
ば
勢
働
問
題
ε
同
義
に
解
せ
ら
れ
る
か
、
其
實
現
代
文
明
國
に
於
け
る
総
て
の
階
級
か

勢
働
者
ε
同
心
性
質
の
生
活
上
の
歴
迫
不
自
由
を
威
し
、
從

っ
て
勢
働
者
の
肚
會
政
造

の
要
求
は
全
耐
會

の
要
求

を
代
表
し
て
居
る
ε
云

へ
る
。
現
代
人
か
此

の
如
.く

一
般

に
生
活
の
歴
迫
を
蔵
す

る
に
至

つ
π
所
以
は
、
本
誌
前

々
號

に
於
け
る
智
識
階
級
解
放
問
題

の
中
に
諭
し
た
如
く
物
質
過
重

の
弊

に
隔
り
、
之
か
爲
め
総
て

の
階
級

の
生

活

か
鯨
り
に
強
く
方
便
化
手
段
化
せ
ら
れ
、
輿
に
生
活

の
自
由
を
威
し
得

奉
る
か
爲
め
て
あ
る
。
勢
働
は
商
品
に

あ
ら
す
ご
は
現
代
の
肚
會
問
題
を
解
決
す
る
根
本
原
則
ε
し
て
夙
に
識
者

の
主
張
し
π
所
で
あ
る
。
此
原
則
は
国

際
聯
盟
規
約
に
採
用
せ
ら
れ
て
文
明
國
共
通
の
現
實
政
策
ご
せ
ら
れ
紀
の
て
あ
る
か
、
併
し
現
代

の
實
業
家
政
治

家
其
他
総
て
の
階
級
者
も
自
己
の
活
動
の
重
要
部

分
か
報
酬
を
得
る
嚼
め
の
方
便
て
あ

っ
て
、
貴
賓
上
は
商
品
`

.

異
ら

堪
る
の
威
を
撰
し
得
な
い
て
あ
ら
う
。
人
間

か
生
き
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
内
面
的
外
面
的
に
、
生
産
的
消
費
的



に
活
動
す
る
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
活
動
の
内

に
自
己
を
見
出
た
す
の
外

に
自
由

の
生
活
は
な

い
、
然
る
に
活
動
の

重
要
部
分
を
占
か
る
生
産
活
動
を
軍

に
方
便
ご
オ

る
現
代
人
が
生
活
の
塵
迫
を
威
す
る
は
當
然

で
あ
る
。
特

に
重

要
の
生
産

に
付
て
方
便
活
動
に
甘
ん
ず
る
者
は
消
費
活
動

に
於
て
も
自
由
を
得
み
の
能
力
を
有
す
る
こ
ど
か
困
難

て
あ
.る
。

・

物
質
過
重
の
生
活
ご
は
人
聞

の
総
て
の
活
動
の
患
義
魯
主
に
其
活
動
の
結
果
の
内

に
見
出
す

こ
ご
に
偏
す
る
巧

利
的
生
活
を
云
ふ
の
て
あ
る
。
生
産

の
結
果
即
ち
外
面
的
な
る
損
得
賞
罰
褒
貶
に
刺
戟
せ
ら
れ
追
ひ
立
て
ら

れ
て

暮
ら
ず
ε
云
ふ
方
便
的
生
活
は
、
自
由
な
ぐ
飴
俗
な
き
生
活
で
あ
っ
て
、
畳
醒
し
だ
人
間

に
取

っ
て
此
の
如
き
生

活
は
眞

に
自
己
の
生
活
ε
云
ふ
を
得
な
い
。
如
何

に
仕
.事
か
繁
忙
て
め

つ
て
も
又
全
く
他
人
の
爲
あ
に
行
ふ
べ
き

も
の
で
あ

っ
て
も
、
若
レ
其
仕
事
が
眞

に
自
獲
的
自
主
的
に
行

ふ
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
吾

々
は
悠
々
ε
し
て
生

を
樂

し
む
の
餓
裕
を
有
す
る
。
然
る
に
仕
事
は
如
何
に
闇
散
て
あ
り
又
寝
己
の
爲
め
の
も
の
て
あ

っ
て
も
」
其
仕

事
か
方
便
的
の
も
の
て
あ
る
な
ら
は
、
吾
々
は
緬

へ
す

り
種
の
強
制

を
威

し
て
生
を
樂
し
む
の
鯨
裕
を
有
た
ぬ
。

飴
裕
あ
る
生
活
ご
は
白
猿
的
に
生
活
す

る
こ
ε
て
あ
り
、
自
由

に
創
造

に
耽

る
こ
ご
て
み
る
。
此

の
如
き
生
活
に

於
て
は
口
的
ε
方
便
ε
か
融
合
統

一
.せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
其
生
活
は
常
に
内
面
に
充
貴
し
緊
張
し
て
居
る
。
然

る
に
現
代
脱
會
に
於
て
は
総
て
の
階
級
の
生
.活

か
方
便
化
巧
利
化
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら

、
其
生
活
は
外
面
的

に
は

甚
だ
繁
忙

て
あ
グ
華
麗
て
あ

っ
て
も
、
内
面
的

に
は
常

に
空
虚
寂
漠

に
苦
し
ま
さ
る
を
得
な
.い
。
.現
代
の
吐
會
問

.

時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
ご
肚
會
問
題
.
.

第
+
巻
.
(第
四
號

九
一)

五
四
五
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時
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方
便
生
活
ぐ」肚
會
問
題

、

第
十
巻

(第
四
號

九
二
)

五
四
六

題
の
本
質
は
人
間

か
方
便
生
活
よ
り
脱
出
し
て
眞

の
自
主
自
由
を
恢
復
し
、
生
活

の
目
的
ε
方
便
ご
を
融
合
せ
ん

巴
す

る
の
運
動
て
あ
り
、
又
真
運
動
は
軍

に
螢
働
巻
階
級
の
運
動
て
は
な
《
、
総
て
の
階
級
の
是
認

に
出

て
維
持

せ
ら
れ
て
居

る
運
動
て
あ
る
。
世
人
は
今
月
の
役
員
勢
働
者
を
以
て
賃
銀
奴
隷

ε
翻
し
、
泄
會
改
造
は
即
ち
賃
銀

奴
隷
制
度
の
磨
止
に
外
航
ら
膿
ε
主
張
す

る
か
、
其
實

は
政
治
家
質
業
家
自
由
職
業
者
等

の
総
て
の
階
級

か
人
な

る
程
度
に
有
形
無
形
の
外
的
報
酬
の
奴
隷

ξ
な

っ
て
、

一
生
を
暮
ら
す

の
て
あ

っ
て
、
藁

の
自
主
自
由
を
有
せ
さ

る
の
苦
痛
は
勢
働
者
ざ
異
ら
す
。
敏

に
方
便
生
活

に
苦

め
る
現
代
人
は
最
も
露
骨
な
る
生
活
の
切
り
賣
り
を
爲
さ

、
る
を
得

さ
る
勢
働
者
の
口
を
籍
り
て
其
苦
悶
を
訴

へ
つ
、
あ
る
。
勢
働
者
凝
り
も

一
層
責
任
の
重
き
地
位
に
立

つ
他

の
階
…級
は
、
勢
働
者
ご
異

っ
て
往
々
良

26

の
切
り
賣
り
ま
て
も
舩
儀
な
く
せ
ら
る

Σ
か
ら
、
r彼
等
の
苦
痛

か

一
層
大
て
あ
る
ご
も
云

へ
る
。

現
代

の
経
済
界
に
於
け
る
生
活
か
甚
だ
方
便
化

せ
ら
れ
て
居

る
こ
ε
は
周
知
の
事
實
て
あ
る
。
企
業
者
は
事
業

其
物

の
殿
展
を
樂
し
む
よ
り
も
、
之
を
以
て
智
利
の
方
便
`
す

る
の
傾
か
甚
だ
強
く
、
.叉
役
員
勢
働
者
は
勢
銀
を

得
る
爲
め
の
方
便
ε
し
て
其
生
産

に
協
力
す

る
の
て
あ
る
か
ら
、
労
働
其
物
に
は
意
義
か
な
く
て
苦
痛
て
あ
る
。

最
近
先
進
諸
国
に
於
け
る
勢
働
者
の
所
得
は
大

に
増
加
し
て
中
等
階
級

の
夫
れ
を
凄
く
有
様
て
あ
る
か
、
併

し
其

勢
銀
増
加
は
勢
働
を
苦
痛
よ
り
快
樂
に
製
す

る
の
敵
塁
は
な
い
。
此

の
如
く
総
て
の
生
産
協
力
者

か
其
生
産
的
活

動
を
以
て
実
れ
自
身

に
は
厭
ふ

へ
き
も
の
ε
し
、
軍
に
之
を
以
て
外
的
結
果
を
得

る
の
方
便

ご
考

へ
る
円
き
は
、

,

「



量
ハの
職
業
尊
重
又
は
勢
働
神
聖
の
思
想
も
存
在
し
得
な

い
。
経
済
上
の
活
.動

か
此

の
如
く
方
便
化
せ
ら
れ
て
居
る

爲
め
に
、
生
産
活
動
を
純
然
だ
る
苦
痛
犠
牲

の
和
ぐ
見
倣
し
、
輩

に
生
産
結
果
を
得

る
爲
め
の
生
産
費
に
獅
な
ら

す

志
す
る
巧
利
的
打
算
に
立
脚
す
る
所
の
從
來
の
経
済
學
の
結
論
か
略
ほ
現
代
の
實
生
活
の
説
明
こ
な
b
得

る
の

て
あ
る
。
併
し
生
活
の
方
便
化
せ
ら
れ
て
居
る
の
は
決
し
て
濁
り
経
済
界
に
止
ま
ら

阻
。
政
治
學
藝
総
て
の
方
面

に
於
て
も
同
様

に
方
便
化

か
行
は
れ
て
屠
る
。
今
後
の
肚
會
改
造
上
激
育

の
普
及
は
物
質

の
公
正
な
る
分
配
ε
同

様
に
重
大
の
關
係
を
有
す

る
も
の
て
あ
る
か
、
従
来
の
激
育
も
亦
極
端

の
方
便
化

に
陥

っ
て
肚
會
の
腐
敗
を
助
長

し
つ
、
め
る
。
例

へ
は
小
里
校
は
中
學
校

に
入
る
の
方
便
て
あ
り
、
中
學
は
高
等
學
校
人
學

に
入
る
の
方
便
て
あ

る
ε
云
ふ
か
如
く
學
校
其
物
か
方
便
て
あ
b
、
文
學
校

に
於
け
る
激
脅
も
進
級
卒
業
し
て
稠
號
を
受
け
、
立
身
出

世
を
す
る
方
便
て
あ
る
。
此

の
如
く
方
便
化
せ
ら
れ
た
教
育
界
に
於
.て
思
想
の
自
由
ざ
か
眞
理
の
矯
め
の
眞
理
ε

云
ふ
気
分
は
生
長
の
飴
地

か
少
な

い
。
勢
働
問
題
や
婦
人
解
放
問
題
の
緊
張
せ
る
今
日

に
於
て
、
公
私
諸
學
校

の

昇
格
運
動
の
起
れ
る
か
如
き
は
怪
む
を
要
し
な
い

二

現
代
人
の
生
活
を
此

の
如
く
方
便
化
せ
し
め
た
物
質
過
重
思
想
は
、
人
間
の
最
大
の
又
は
只

一
の
幸
輻

か
人
間

の
活
動
其
物
よ
り
も
活
動
の
外
的
敷
果
を
得
る
に
在
り
こ
す

る
思
想
て
あ
る
。
財
産
や
位
階
や
罹
號

の
所
有
に
入

生
を
託
せ
ん
ε
す
る
過
度
の
所
有
慾

て
あ
る
。
法
律
制
度
組
織
刀
身
の
力

に
封
ず
右
過
度

の
信
用
て
る
る
。
現
代

時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
こ
壮
會
問
題

第
十
巻

〔第
四
號

九
三
〕

五
四
七



時
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方
便
生
活
ミ
肚
會
問
題

第
†
巻

(第
四
號

九
四
)

五
四
入

の
科
學
ε
交
通
ご
の
進
歩
は
外
界
征
服
事
業

の
六
獲
展
を
楽
な
し
た
か
、
之
ξ
共
に
物
質
過
重
思
想
か
盆
強
ま
り

敵
會
公
衆
は
総
て
の
離
業

に
謝
し
て
只
管
ら
外
的
敗
果
を
大
に
す
る
こ
ご
を
要
求
し
て
。
.所
謂
消
費
者
本
位
の
思

想

か
確
立
し
、
各
事
業
に
従
事
す
る
人

々
の
勢
働
か
如
何

に
不
快

の
も
の
ε
な
る
も
、
其
勢
働

の
結
果
か
豊
富
低

廉
に
肚
會

に
供
給
せ
ら

る
＼
ξ
き
は
、
肚
會
は
之
を
事
業
の
進
歩
な
り
ε
賞
讃
し
、此
の
如
き
豊
富
低
廉

の
供
給
を

.

爲
.さ
し
む
る
矯
め
各
車
巣

に
残
酷
な
る
生
存
競
争
を
行
は
し
め
、
又
迅
速
に
結
果
を
得

る
嬬
め
専
門
家
ε
構
す
る

部
分
人
を
伶

っ
て
機
械
的

に
之
を
結
束
協
力
せ
し
め
た
。
此
磯
城
的
結
束
を
行
ふ
所
の
擬
闘
か
即
ち
政
治
経
済
敏

育
等

に
於
け
る
専
制
主
義
て
あ
る
。
回
し
弊
害
に
陥
れ
る
個
々
の
生
産
協
力
看
も
生
産
活
動
の
内

に
人
生
の
意
義

を
見
出
す
.を
得
す

、
其
結
果
を
敬
模
す
る
こ
ご
を
只

一
の
目
的
ε
し
て
働
く
か
ら
、
必
然
協
力
者
相
互

の
問

に
、

.

就
中
指
導
者

ε
被
指
導
者
ご
の
問

に
、
脛
濟
事
業
に
付

て
云

(
は
資
本
家
ε
勢
働
者
ε
ゆ
間

に
、
有
限
な
る
生
産

結
果
の
分
配
を
争

ふ
ご
ε
か
甚
し
↑
な
り
。
其
中

の
張
看
た
る
資
本
家

か
不
當
の
分
け
前
を
得

て
、
他

の
協
力
者

か
如
何
な
る
困
苦
に
陥

る
を
も
顧
み
す
。
之
か
爲
め
本
楽
長
も
親
密
な
る

へ
き
協
力
者
か
互
に
不
倶
戴
天
の
仇
敵

た
る
か
如
き
反
威
塑
生
す

る
に
至
つ
な

.

従
来
世
人
は
肚
會
問
題
の
實
盟
は
分
配
問
題
に
あ
る
ε
考

へ
て
専
ら
分
配

の
工
夫
に
没
頭
し
、
現
代
入
の
苦
痛

の
根
源

か

一
層
深
く
内
面

に
潜
ヶ
、
外
面
の
分
配
不
公
李
は
共
結
果
の
.一
っ
て
あ
る
ご
は
考

へ
な
か
っ
た
。
生
産

活
動
の
目
的

か
全
然
叉
は
主
ビ
し
て
外
的
効
果
を
得
る
に
在
り
ピ
す
る
思
想

の
続
く
限
り
。
肚
會
主
義
其
他

の
如

口

・



何
な
る
肚
會
組
織
の
下

に
於
て
も

。
生
産
協
力
者

の
間
.、k
重
大
の
一分
配
孚

ひ
か
起
ら
さ
る
を
得
な
い
。
人
間
が
此

思
想

に
支
配
せ
ら

る
、
限
b
は
、
生
物
畢
的
な
る
生
存
競
争
説
及
之
よ
b
出
獲

せ
る
階
級
戦
説
か
眞
理
て
あ
り
、

同
胞
兄
弟
は
相
親
し
む
爲
め
に
生
れ
た
の
て
な
く
て
相
識
ふ
爲
め
に
生
れ
た
こ
冠
、
な
ら

さ
る
を
得
な
い
。
物
質

的

に
は
緊
密
な
る
相
互
依
存
の
關
係
を
有
す
る
も
精
榊
上
に
は
常

に
相
識
は
ね
は
な
ら

ぬ
。
現
代
人
は
外
界
征
服

に
最
も
成
功
し
た
人
聞

て
あ
る
ε
誇

っ
て
居
た
か
、
何
時
の
問
に
か
.最
も
強
く
外
界
に
依
頼
す
る
不
自
由

の
人
間

ゴ
ざ
な

っ
た
こ
ε
を
獲
見
し
て
苦
悶
し
初
め
だ
の
は
概
に
久
し
者
以
前

か
ら

て
あ
る
か
、
最
近
に
は
此
物
質
過
重
思

想
を
脱
せ
さ
る
限
り
、
如
何
に
肚
曾
組
織
を
攣
更
し
て
見
て
も
重
大
な
る
分
配
争

ひ
の
生
す

る
こ
ご
を
免
れ
得
な

い
ご
云
ふ
威
剛か
痛
切
こ
な
b

り
＼
あ
る

此

の
如
き
物
質
渦
重
主
義

の
下
に
肚
會
公
衆
は
果
し
て
何
物
を
供
給
せ
ら
れ
な
り
や
を
経
済
生
活

の
上
よ
り
例

示
せ
ん
に
、交
明
國

に
於
け
る
生
産
物
の
過
宇
は
眞

に
人
生

a
幸
幅
に
多
く
關
係
な
き
も
の
て
あ
り
、
特
に
其
生
産

物
は
量
的
て
あ

っ
て
質
的
て
な
く
、從

っ
て
戚
畳
を
刺
戟
す
る
力
は
強

い
か
精
神

に
満
足
を
與

へ
る
力
は
少
な

い
。

足
れ
現
代
人
か
身
邊
に
物
質
を
埋
積
し
つ
、
生
活

の
無
味
寂
漠

じ
苦
し
む
所
以
て
あ
る
、
元
來
享
樂
財

に
は
飲
食

品
の
如
く

一
時

に
消
費
し
讒
す
も

の
ビ
、
衣
服
住
居
家
具
の
如
く
保
存
性
を
有
す
る
も
の
ざ
か
あ
b
、
後
者
を
消

費
す
る
に
當

っ
て
吾
々
が
其
敷
用
を
意
識
に
上
ぼ
す
機
會
は
寧
ろ
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
吾

々
は
衣
服
を
纒

ひ
家

.

屋

に
住
居
す
る
も
不
断
に
衣
服
住
居
を
享
樂
す

る
の
快
楡
を
威
す
る
の
て
は
な

い
。
故

に
此

の
如
き
保
存
性
あ
る

時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
ご
肚
會
問
題

、

第
十
巻

(第
四
號

九
五
)

五
四
九

.



時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
ご
紅
會
問
題

第
十
巻

(第
四
號

九
⊥C

五
五
Q

享
樂
財

に
付
て
人
類
は
古
來
之
を
美
化
し
、
不
断

に
且

つ
強
く
其
敷
用
の
意
識
を
喚
起
し
て
之
か
償
値
を
高

め
る

工
夫
を
行

つ
だ
。
即
ち
量
的
の
實
用
品
を
質
的
な
ら
し
め
把
。
此
品
質
化
の
作
用
は
生
産
者

か
生
産
活
動
其
物

に

自
己
寛
現
の
最
大

の
機
曾
を
認

め
た
場
合
、
郎
も
生
産
の
過
程

か
生
産
者

に
取

っ
て
品
質
化
、せ
ら
れ
だ
場
合

に
初

め
て
大
に
成
功
す

る
も
の
て
あ

る
か
、
生
産
活
動
を
甚
し
く
方
便
化
せ
る
現
代
に
於
て
其
生
産
物
か
敷
量
的

ε
な

る
は
當
然
て
あ
る
、
固
よ
り
現
代
の
生
産
物

に
は
多
大
の
勢
苦
を
費
し
て
過
度

に
装
飾
を
加

へ
た
物
か
多

い
か
、

.

此
等

の
物
は
官需

の
趣
味
を
満
足
す

る
に
不
適
當
て
あ
い
。
其

の
多
く
は
實
用
品
の
本
質
を
破
壊
し
て
眞

に
共
償

直
を
増
加
す
み
の
敷
果
な
く
、
特

に
現
代
的
装
飾

の
多
く
は
強
烈
に
戚
畳
を
刺
戟
す

る

一
時
的
作
用
を
有
す

る
に

過
さ
な

い
。
故
に
其
消
費
者
は
飢
渇

に
刺
戟
せ
ら
れ
て
飲
食
す

る
場
合
ε
回
し
く
忽
ち
飽
満
に
達
し
、
其
物

の
賞

用
力

の
街
ほ
存
続
す

る
に
係
は
ら
す
之
を
弛

っ
て
更
に
新
規
の
生
産
物
を
要
求
す
る
。
現
代
生
活
は
此
の
如
く
畳

・
威
の
刺
戟
に
加
ふ
る
に
刺
戟
を
以
て
し
た
矯
め
に
中
毒
に
略

っ
て
居
る
か
ら
、
醒
め
た
瞬
間

の
苦
痛

か
特
に
強
く

な

る
。
.實
に
現
代
生
産
者

の
大
な
る
部
分
は
此
の
如
(
無
意
義
叉
は
有
害
の
生
産

の
矯
め
に
甚
し
き
勢
苦
に
服
せ

ね
は
な
ら
ぬ
。
現
代
は
最
も
富

め
る
時
代
な
り
ε
稠
せ
ら
れ
る
か
此

の
如
く
量
に
富
み
て
質

に
貧
な
る
の
結
果
、

血
膿

に
於
て
左
ま
て
富

ん
だ
時
代
て
は
な
く
て
生
産

の
勢
苦
の
多

い
時
代
て
あ
る

品
質
的
生
産
物
を
消
費
す
る
こ
巴
は
盟
純
な
る
生
理
的
又
は
消
極
的
享
樂
の
域

を
脱
し
、
一
一
の
愉
快
な
る
精
帥

的
活
動
叉
は
創
造
を
駕
す

こ
ε
て
あ

っ
て
、

一
面
に
此

の
如
き
貨
財
を
生
産
す

る
活
動
も
人
な
る
程
度

に
亨
樂
的

罰



創
造
的
ε
な
る
。即
ち
其
生
産
ε
消
費
ε
か
共

に
自
主
白
籤
的

の
生
活
ご
な

る
。
現
代
人
は
生
産
は
方
便
に
過
ぎ
す

し
て
消
費

こ
そ
自
由

の
生
活
て
あ
る
・し
云
ふ
か
、
其
消
費
方
面

に
於

て
人
間
に
眞

の
自
主
自
獲
の
満
足
を
與
ふ
る

㌧

を
得

へ
き
趣
味
的
消
費

に
付
き
現
代
人
は
上
述
の
如
く
圭
に
外
部
よ
り
の
刺
戟

に
自
己
を
服
従
せ
し
め
て
絶

へ
す

歴
迫
不
満
足

の
威
を
懐
き
.
眞

の
白
猿
的
な
る
清
費
活
動
に
出
て
満
足
を
求
む
る
の
能
力
を
失
ふ
て
居
る
。
盆
蓙

も
消
費
も
共
に
活
動
て
あ
る
か
、
人
間
の
活
動
ε
し
て
重
要
部
分
を
青
む
る
生
産
活
動

に
付
き
、
方
便
的
に
し
て

自
主
的
な
る
を
得

さ
る
現
代
人
か
、
消
費
活
動
に
於
て
も
自
主
自
獲
的
な
る
を
得

さ
る
は
當
然

て
あ
る
ゆ
予
輩
は

後
に
論
ず

る
如
く
徒
ら

に
過
去
を
嘆
美
す
る

一
部
の
復
古
的
改
造
論
者
に
同
意
す

る
看
て
は
な

い
か
、
併
し
現
代

生
活
か
種

々
の
黙
に
付
て
貧
弱
ざ
な
り
し
事
實
を
拒
む
を
得
な

い
、
現
代

に
於
て
外
部

の
肚
會
組
織
か
急
速

に
生

長
せ
る
に
反
し
、
民
衆
の
精
油

の
生
長
か
之
に
俘

ふ
を
得
な
か
っ
た
こ
ε
か
、
物
質
の
豊
富

ε
な
り
し
に
係

は
ら

ず
生
活
内
容
の
貧
弱
ε
な
ゲ
し
黙
多
き
所
以
て
あ
る

現
代
肚
曾
を
改
造
す

る
矯
め
に
は
先

っ
肚
會

一
般
か
豊
醒
し
て
方
便
生
活
よ
り
脱
出
す

る
こ
ご
に
努

め
ね
は
な

ら
ぬ
。
戦
後
に
於
け
る
英
佛
等

の
釈
態
を
見

る
に
、
其
生
産
の
恢
復
は
三
五
年

の
問

に
望
み
得
さ
る
は
勿
論
、
恐
ら

く
従
来
の
如
き
宇
は
無
意
義
な
る
量
的
生
産

の
恢
復
は
永
久
に
不
能
て
あ
ら
う
。
今
や
人
類
の
雁
皮
は

}
大
轄
化

を
爲
す

へ
き
時
機

に
到
達
し
た
.。
今
後
先
進
國
に
於
て
量
的
生
産
の
恢
復

か
困
難

ご
な
る
も
の
こ
す
れ
は
、
人
々

は
已
む
を
得
す
し
で
質
的
生
産

に
満
足
を
求
め
ん
ε
で

る
て
あ
ら
う
。
何

ε
な
れ
は
現
代
人
の
内
面
に
質
的
要
求

時
事
風
塵

現
代
方
便
生
活
ミ
肚
會
周
題
.

.

.

第
十
谷

戸第
四
號

九
七
)

五
五
「

「

.

占



時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
書
肚
會
問
題

」

第
+
巻

(第
四
號

九
八
)

五
五
二

か
消
失
し
て
居
る
の
て
な
く
、
只
左
其
獲
展
を
妨
げ
ら
れ
て
居

る
か
ら
て
あ
る
。
畳
醒
せ
る
今
後
の
勢
働
者

に
謝

し
て
以
前
の
如
き
無
意
義
な
る
量
的
生
産
を
多
く
負
撰
せ
し
め
、
彼
等
を
し
て
厭

ふ
、へ
き
方
使
生
活
を
暫
ま
し
む

る
こ
ε
は
盆
困
難
ご
な
る
か
、
併
し
彼
等
を
し
て
大
に
質
的
生
産
に
努
力

せ
し
め
、
特

に
生
産
過
程
を
質
的

に
す

る
こ
ε
に
由
b
有
意
義
の
生
産
.に
努
力
せ
し
む
る
こ
ε
は
可
能

て
あ
る
。
今
後

の
世
界
に
於
て
も
生
活
を
維
持
す

る
か
薦
め
に
は
多
大
の
量
的
生
産
物
を
必
要
ε
す

る
か
、
此

の
如
き
生
産
に
付
て
は
之
に
秘
事
す

る
者
に
出
來
得

る
限
り
自
獲
的
の
勢
働
を
爲
さ
し
む
る
の
方
法
を
立
て
、
即
ち
其
生
産
過
程
を
生
活
に
有
意
義
な
ら
し
む
る
爲
め

特
に
多
大

の
苦
、心
を
爲
さ
ね
は
な
ら

諏

三

現
代
に
普
通
な

る
大
規
模
の
事
業
は
多
数
人
の
協
力
に
出
て
維
持

せ
ら
れ
て
居

る
か
、
假
り
に
脛
濟
上
の
事
業

に
例
を
取

っ
て
見

る
に
、
機
械
の
獲
明
改
頁
は
少
敷
の
技
術
家

か
之
を
行
ひ
、
事
業
の
経
瞥
は
少
敷
の
資
本
家
か
,

之
を
行
猷
、
多
藪
の
役
員
勢
働
者
は
上
よ
b
余
せ
ら
れ
た
細
密

の
分
業
法
に
由
b
盲
目
的
に

一
小
部
分
の
勢
働
を

繰
返
す
に
止
ま
り
、
其
事
業
全
鵬

の
意
義
も
、
自
己
の
従
事
せ
る
部
分
仕
事

蓬
全
艦

ε
の
關
係
も
充
分
に
理
解
し

難
く
、
叉
事
業
全
艦
の
運
命
を
決
定
す
る
こ
ξ
に
付
て
有
力
㌃
る
獲
言
権
を
詐
る
さ
れ
な

い
か
ら
、
全
勝
の
決
定

に
参
加
す
る
こ
己
に
出
て
自
己
の
直
接
に
徒
事
せ
る
部
分
の
運
命
を
も
自

か
ら
決
定
し
た
b
ざ
の
戚
を
生
し
、
帥
.

ち
部
分
を
通
し
て
全
龍
を
味
ひ

つ
＼
勢
働
を
探
る
こ
ε
も
出
京
な
い
。
故

に
此
等

の
多
藪
協
力
者
は
軍
に
牧
人
を幽



ρ

、

.

得

る
の
方
便
ε
し
て
勢
働
を
駕
す
の
外
は
な

い
。
現
代
の
肚
會
生
活
企
膿
も
亦
藪
に
述

へ
た
例

ε
同
様

の
も

の
τ

　

あ
る
。
交
通
の
偉
大
な
惹
進
歩

に
由
り
各
人
の
日
常
生
活

か
廣
人
な

る
地
域
に
亘

っ
て
極
め
て
密
接
に
共
同
生
活

の
組
織
の
内
に
編
み
込
ま
れ
、
各
人
は
部
分
的
な

る
自
己
の
地
位
を
通
し
て
此
彪
大
緊
密
な
る
肚
會
組
織
塗
膜
を

理
解
す

る
こ
ε
も
出
來
す
、
從

っ
て
肚
會
全
機
を
以
て
自
己

町
も
の
ε
す

る
程
の
強
大
な
る
同
情
も
之
に
黝
し
て

起
b
得
ぐ
、
特
に
全
膿
の
運
命

の
決
定
に
謝
し
て
有
力
な
る
参
加
を
寫
す

こ
ε
の
出
來
な

い
爲
域

に
、
同
情

に
由

る
綜
合
同
化
作
用

の
獲
動

か
甚

し
く
妨
げ
ら
れ
る

。
現
代
人
は
此
の
不
自
然
居
る
肚
會
組
織
を
維
持
す

る
矯
め
に

煩
雑
嫁
る
制
度
を
設
け
て
實
際

に
は
少
数
専
制
者

か
其
運
用

の
局
に
當
り
、
而
も
共
運
用
た
る
極
め
て
表
面
的
機

械
的

の
も
の
ご
な
.つ
て
居

る
。
物
質
過
圭
思
想
に
捉
は
れ
た
現
代
人

は
此
肚
會
組
織
を
利
用
し
て
成
る

へ
く
魁
速

に
又
成

る
へ
く
多
量
に
結
果
を
咬
獲
す
る
矯

め
起
、
各
個
人
に
専
門
的
能
力
を
養
成
し
て
部
分
化
事
を
機
械
的
に

繰
返
さ
し
む
る
の
方
法
を
探
b
、
即
ち
全
入
を
造
ら
す
部
分
人
を
造

る
こ
ε
に
由
り
此
組
織
を
利
用
す

る
速
成
方

針
を
探

っ
た
。
故
に
今
日
の
人
間
は
砒
會
全
膿
に
封
し
機
械
的

に
は
極
め
て
緊
密

の
依
存
關
係
を
有
す

る
に
係
は

.
ら
す
、
自

か
ら
全
艦
を
駕
す
も

の
こ
威
し

つ
＼
生
活
す
る
こ
ε
を
許
る
さ
れ
な

い
。
此

の
如
く
肚
會

ξ
個
人
ε
の

有
機
的
精
肺
的

の
結
合

の
不
備
不
足
を
彌
縫
す
る
爲
め
に
は
制
度

の
專
制
力
を
以
て
す

る
こ
ご
が
必
要
こ
な

る
。

資
本
主
義

の
賑
唇
ξ
云
ふ
も
畢
竟
此
専
制
制
度
の

一
種
で
あ

っ
て
、
其
性
質

は
政
治
激
育
其
他
総
て
の
共
同
事
業

に
於
け
る
専
制
主
義
ご
同
、「
の
役
目
を
爲
す
も
の
て
あ
る
。
是
れ
現
代
に
於

て
濁
り
勢
働
者
の
み
な
ら
す
、
総
て

時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
ε
肚
會
問
題

、

第
十
巻

(第
四
號

九
九
)

五
五
三

,



時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
ε
砒
會
問
題

第
+
巻

(第
四
號

一
Q
O
V

五
五
四

の
階
級
か
鬼
大
な
る
肚
會
組
織
の
塵
追
の
下
に
不
快
不
満

の
生
活
を
管
ま
さ
る
を
得
さ
る
所
以
て
あ
る
。
.生
活
は

藝
術
た
ら
さ
る

へ
か
ら
す
ざ
の
主
張
は
、
自
由
な

る
生
活
か
凋
b
自
主
的
目
撥
舶
活
動
の
内
に
存
し
得
る
こ
ε
よ

b
起

る
所

の
當
然
の
結
論
て
あ

る
か
、
自
己

の
生
活
せ
る
肚
會
を
綜
合
し
て
味
ふ
ご
`
の
出
家
な

い
現
代
人
の
生

活

か
藝
術

蓬
な
り
難
き
は
已
む
を
得

さ
る
所
で
あ

る

肚
會
組
織
か
地
域
の
廣

さ
ε
生
活
事
浜
ε
に
什
き
、
即
ち
外
延
的
`
内
廷
的
&
に
此

の
如
く
膨
脹
す
る
に
俘

ふ

て
、
之
を
組
織
す
る
各
個
人
の
全
膿
に
謝
す

る
理
解
ξ
同
情
こ
の
獲
達
か
之

に
件
は
す

、
機
械
的

に
肚
會
組
織
か

遜
蓮
の
生
長
を
駕
す

に
反
し
、
民
衆

の
精
神
的
生
長
か
之
に
俘

ふ
て
其
組
織
を
滑
化
し
て
行
く
こ
ε
か
出
京
す
、
從

っ
て
各
人
か
全
艦

亡
し
て
威
し
つ
、
生
活
す
る
を
得
さ
る
こ
ε
か
現
代

の
根
本
痛
弊
て
あ
る
か
、
之
に
謝
す

る
肚

.

會
改
造
の
方
針
は
大
膿

に
二
つ
あ
る
。

一
は
此

の
如
き
蛯
人
な
る
祉
會
全
艦

に
謝
し
て
民
衆

の
理
解
蓬
同
情

ご
を
.

充
分
に
獲
達
せ
し
む
る
の
不
能
な
る
こ
ざ
を
前
提

ご
し
、
其
の
理
解
ε
同
情

ご
の
支
配
し
得

る
程
度
ま
て
肚
會
組

織
の
範
團
を
縮
小
し
、
各
人
の
共
存
關
係
を
此
程
度
ま
て
稀
薄

に
す

へ
し
ε
云
ふ
主
張
て
あ
る
コ
此
主
張
を
有
妓

・

に
實
行
ず
る
爲
め
に
は
戦
前

に
凋
填
等

に
て
行
ひ
た
る
復
古
的
中
等
甦
會
政
策

の
微
温
的
方
法
を
以
て
足
れ
り
ε

し
な

い
、
之
を
徹
底
せ
し
む
る
爲
め
に
は
合
.日
の
機
械
を
破
壊
し
、
叉
現
代

の
科
學
を
も
否
認
せ
ね
は
な
ら
す
。

㌔
論
者
の
目
標
一ξ
す
る
肚
會
組
織
に
付
て
は
必
し
も
其
意
見
か

一
致
せ
す
、
或
は
現
代
国
家
の
成
立
以
前

の
地
方
経

済
時
代
即
ち
屯
世

の
手
工
業
農
業
時
代
を
復
活
せ
ん
と
す

る
者

か
あ
り
、
或

塁

一
新
な

る
小
規
摸

の
共
産
耐
會
.

ノ



の
組
織
を
主
張
す
る
者
も
あ
る
。
彼
の
無
政
府
主
義
は
通
例
人
間
を
以
て
紳
に
近
き
萬
能
者
の
如
く
信
ず

る
も
の

て
あ
る
葦
評
せ
ら
れ
て
居

る
か
、

「
方
よ
b
見
れ
ば
個
入
の
能
力
か
果
し
て
A
-日
の
如
き
彪
大
な
る
肚
會
組
織
を

精
神
的

"
消
化
す
る
程
・に
獲
達

し
得

る
や
を
疑
ふ
ご
ε
か
ら
蛆

つ
た
も
の
ご
見

る
こ
`
も
出
來

る
や
う
て
あ
る
。

総
て
此
等
の
肚
會
組
織
縮
小
の
意
見
は
其
實
行
か
不
能
な
る
の
み
な
ら
す
、
人
類

の
進
歩
の
爲
め
に
不
利
て
め
る
。

吾

か
か
自
國
の
外

に
も
外
國
あ
る
こ
ご
を
知
る
ご
き
は
生
命
を
賭
し
て
之
れ
ε
交
通
せ
ん
注
し
、
地
球
の
南
極
北

極

か
人
間

の
住
居

に
適
せ
す
又
吾
々
の
生
活
に
直
接
の
利
害
關
係
を
宿
せ
さ
る
こ
ご
を
信
ず
る
も
、
街
ほ
吾
々
は

懸
命

に
之
を
探
検
せ
さ
れ
は
安
心
す

る
を
得
な
い
。
現
代
人
は
不
幸
な
る
方
.便
生
活
に
甘

ん
ず

る
ε
云
ふ
も
、
術

ほ
旺
盛
な
る
智
識
懲
は
消
失
せ
す
、機
會
あ
る
毎
に
之
を
満
足
せ
し
め
ん
こ
す
る
、
從

っ
て
吾
々
は

一
旦
獲
得
し
た
.

る
科
學
的
智
識
や
共
結
果
た
る
獲
明
改
頁
の
技
術
を
地

っ
能
は
さ
る
.の
み
な
ら
す
、
多

々
盆
之
を
進
め
る
ζ
ε
を

要
求

す
る
。
.一
度

ひ
智
慧
の
木

の
實
を
味
ふ
だ
人
類
の
先
祖
か
再

ひ
以
前

の
渾
沌

に
立
蹄

る
を
得
な

か
っ
た
ε
云

ふ
神
話
は
今
日
の
人
間

に
取

っ
て
も
眞
理
て
あ
る
。
濁
り
智
識
慾
の
生
長
力
か
此

の
如
く
大
な

る
の
み
な
ら
す
、

其
他

一
般
に
精
神

の
生
長
力
は
人
な
る
も
の
て
あ
る
か
、
現
代
の
弊
は
之
か
養
成

に
付
て
の
苦
心
か
足
ら
な

い
の

て
沁
る
。
徳
來
吾
々
は
飴
り
に
制
度

や
物
質
の
上

に
努
力
を
傾
倒
し
て
入
間
生
長

の
短
め
に
努
力
す
る
こ
ε
を
怠

っ
た
の
て
あ
る
。
入
を
育
て
る
こ
ε
よ
り
も
物
を
造
る
こ
ε
を
重
ん
ず
る
現
代

に
於
て
、・
物
質
生
活
の
豊
富
ε
な

る
に
從
て
人
口
制
限

の
強
ま
る
ε
云
ふ
ご
ε
も
偶
然
て
あ

る
ま

い

時
事
問
題

現
代
方
便
生
活
こ
瓶
愈
問
題

、

・

第
†
巻

・(第
四
號

一
〇
】
)

五
五
五

r



時
事
問
題

現
代
方
便
生
活

已
祀
會
冊
題

・

第

十
巻

(
第
四
號

[
〇
二
)

五
五
六

改
造
方
針
の
他

の

一
は
民
衆

の
智
識
感
情
を
大
に
獲
撰
せ
し
む
る
の
可
能
な
る
を
信
し
、
今
日
の
肚
會
改
造
上

の
急
務
は
之
を
獲
廃
せ
し
む
る
の
方
法
を
講
ず

る
に
在
り
ε
す

る
も
の
て
あ
る
.
現
代
交
明
國
か
政
治
上
に
民
主

〃
嚢
を
行
ひ
、
民
衆
を
レ
て
全
勝

の
政
治
生
活
の
運
命
の
決
定

に
参
加
せ
し
む

る
の
途
を
開
い
た
に
係
は
ら
す
、

從
來
其
参
加
を
布
敷
な
ら
し
む
る
に
必
要
ξ
す
る
民
衆
の
能
力
を
養
成
す
る
を
怠

っ
た
こ
ご
の
甚
だ
誤
れ
る
は
夙

に
識
者
の
主
張
し
た
所
で
あ
る
か
、
此
事
た
る
濁

り
政
治
方
面
に
限
ら
す
、
他
の
総

て
の
共
同
生
活

に
付
て
見
る

も
同
様
て
あ

る
。
職
曾
以
来
先
進
諸
国
は
民
衆
⑪
物
質
的
貧
乏
を
除
く
ε
同
様

に
其
精
赫
的
貧
乏
を
除
(
の
必
要

を
蔵
す
る
こ
己
か
痛
切
ε
な
り
、今
日
の
中
墨
程
度
の
敏
育
を
以
で
漸
次

に
國
氏
的
最
低
限
即
ち
義
務
敏
育
己
し
、

更
に
高
級
の
教
育

に
付
て
も
勢
働
時
間
短
縮
に
俘
ふ
て
之
を
混
く
各
階
級
に
自
由

に
開
放
せ
ん
ご
し
つ
、
あ
る
。

ロ
ハ
π
從
來
の
教
育
向
上
論
の
多
く
は
直
接

に
生
産
能
力
を
高
め
る
ε
云
ふ
物
質
過
重
思
想
を
脱

せ
す
、
「
從

っ
て
其

教
育
は
矢
張
り
従
来
の
部
分
人
を
速
成
的
に
造
b
上
げ
る
こ
ε
に
重
き
を
置
く
や
・つ
て
あ
る
か
、
五
口
々
の
今
後
最

も
必
要
こ
す

る
敏
育
は
全
人
を
造
り
、
民
衆
を
し
て
総
て
の
共
同
生
活
の
支
配
に
射
し
布
敷
に
参
加
す
る
の
能
力

を
養
は
ね
は
な
ら
ぬ
。
如
何
に
し
て
此
の
如
き
教
育
を
民
衆
に
與
ふ

へ
き
や
ぼ
特
別
の
研
究
を
要
す
る
問
題
て
あ

る
か
、
兎
に
角
從
來
の
如
く
少
年
青
年
を
學
校
内

に
閉
鎖
し
て
圭
に
書
物
の
上
の
敏
育
を
與
ふ
る
方
針

か
甚
だ
不

適
當
否
な
有
害
て
め
り
、
少
年
も
社
倉
の

一
員

て
あ
る
以
上
は
少
年
に
適
當
な
る
共
同
生
活
を
貴
地
に
櫓
任
す
る

の
機
會
を
與

へ
つ
、
之
を
養
育
す

る
こ
巴
を
必
要
ε
す
る
は
明
か
て
あ
る

7



謬

F

弓

民
衆
の
敏
育
は
決
し
て
學
校
や
書
物
に
限
ら
れ
た
も
の
て
?

、
歌
治
経
済
其
他
総
て
の
共
同
生
活
持

茎

.
禮
の
運
命
の
決
定
に
積
極
的
に
参
加
す
る
の
途
を
開
き
、
其
能
力
を
獲
撰
す
る
實
地
の
磯
會
を
與

へ
る
こ
ε
か
何

よ
り
も
緊
要
て
あ
る
。
鰍
育

の
意
味
は
人
間

の
固
有
す

る
力
に
謹
撰
の
機
會
を
與
ふ
る
こ
ご
て
あ
る
。
吾

々
か
日

常
生
活
に
'付
き
正
當
の
方
法
に
て
協
力
す
る
こ
ε
は
相
互
に
機
會
を
與
ふ
る
こ
ε
て
あ
る
か
ら
、
廣
き
意
味

に
於

て
籔

育

て
あ
る
。
跳

箱

.嘗

能
力
の
進
み
た
る
者
に
謝
し
て
は
百
の
説
法
よ
b
も

「
の
貴
行
的
讐

を
與
ふ
・

る
こ
ご
か
有
数
の
激
育
て
あ
る
。
前

に
述

へ
し
如
く
現
代
耐
曾
起
於
て
は
枇
會
組
織
の
生
長
の
迅
速
な
る
に
反
し

民
衆

の
雑

的
隻

か
之
捧

は
な
い
壱

か
、
.賢
・
政
治
欝

蓋

総
て
の
方
面
・
欝

主
義
を
成
立
せ
し
む
'

.

る
に
好
都
合
ε
な

っ
て
居

る
か
、
更

に
此
専
制
主
義

の
實
行

の
結
果
は
被
専
制
者

に
.…罰
し
精
神
的
生
長
の
最
も
大

切
な
機
會
を
奪
ふ
こ
ご
に
由
り
て
盆
其
生
長
を
妨
廿
、
特
に
民
衆

の
本
来
共
同
生
活
に
射
し
て
有
す

る
所

の
同
情

心
を
萎
縮

せ
し
む
る
の
み
な
ら
す
、
往
・
之
を
し
て
反
肚
會
的
な
ら
し
め
・
の
て
あ
る
か
、
之
ε
同
時
に
専
制
者

も
共
同
生
活
を
能
一
理
解
し
同
催
し
得
る
地
位
に
置
か
れ
て
居
る
に
係
は
ら
す
、
其
時
椹
的
地
位
を
有
す
る
か
爲

め
自
然
に
之
を
濫
用
し
て
利
己
的
反
肚
會
的
ご
な
る
。
比
熱
よ
り
見

る
も
聰
て
の
階
級
の
橋
脚
的
生
長
の
爲
め
に

専
制
を
排
し
て
均
等

の
機
會

を
與
ふ
る
の
必
要
か
明
か
て
あ
る

吾
々
か
共
同
生
活

の
決
定
に
参
加
す

る
の
権
利
を
與

八
ら
れ
て
有
赦

に
之
を
行
使
す
る
ε
き
は
、
實
際

の
日
常

生
活
に
於

て
如
何
な
る
部
分
仕
事
を
捲
任
す

る
も
省
ほ
之
を
全
艦
の
有
機
的
部
分
こ
し
て
味

ふ
ご
{
か
出
乗
る
。

時
事
問
題

羅

方
便
生
活
・薤

露

麗

筆

巻

(第
四
號

一
〇
三
)

五
五
七

'

邑

,
`

'



亀

●

時
事
墨

現
勢

便
生
参

審

麗

第
霧

(笛

號

一
・
四
[

五
五
八

即
ち
現
實

の
募

を
通
し
て
精
棘
的
に
塞

讐

し
て
生
活
す
る
・
嘉

出
来
・
。
今
日
の
.如
き
細
密
毛

て
且

つ
固
定
せ
る
分
業
生
活
か
果

し
て
今
後
も
許
る
・
れ
得

含

も
の
な
・
や
に
付
・
は
大
な
・
疑
.問
か
起
ら
・
・
を

得
な
い
か
碗

・
大
な
・
蕃

羅

を
組
織
し
て
之
・
適
賞
す
・
如
藷

華

実

規
模
に
行
・
こ
蓬
与

る
以

上
は
・
吾
々
か
或
瑳

雰

業
を
行
ふ
・
憲

導

・
を
深

い
。
併
し
擁

呈

ら
さ
譲

り
に
於
て
吾
々
が

分
業
を
行
ふ
忌

か
・
必
然
茎

生
活
を
味
ふ
ご
ε
を
不
聾

ら
し
む
・
も
の
て
な
い
。
手
工
薯

の
如
き
竺

人
に
て
仕
事
の
総
て
の
部
・善

行
・
か
故
長

仕
書

身
・
大
な
・
農

箴

す
・
嶺

せ
ら
れ
・
が
、
併
し

一

三

つ
の
精

勤

仕
事
の
一
部
分
を
行
ふ
に
止
ま
・
・
愚

、
大
工
場
・
於
け
・
分
蒜

働
誉

多
臭

・
所

か
な
い
・只
た
手
工
薯

・
仕
要

撃

能
血

解
し
蔀

書

禽

ε
の
關
係
を
有
機
的
に
饗

し
、
且
つ
工
場

舞

舞

製

真

っ
て
自
か
ら
全
讐

運
愈

決
定
す
・
か
故
に
、
各
部
分
を
茎

等

し
て
味
ひ
つ
、
観

す
る
こ
ε
か
出
来
る
の
て
あ
る
・
即
ち
全
讐

云
ふ
抽
象
的
の
も
の
か
毒

的
に
部
分
・。
云
ふ
形
を
探
っ
て
進
行

す
る
の
て
め
る
・
各
人
を
し
て
共
同
生
活
全
讐

理
解
せ
し
め
、
從

っ
て
邑

の
警
む
仕
事
茎

讐

の
關
係
を
・

舞

せ
し
・む
る
矯
め
に
は
・馨

へ
他
の
方
法
を
以
て
す
・
こ
ε
か
出
来
・
・
し
で
も
、響

此
共
同
生
輝

同
情

し
て
之
を
自
己
の
生
活
な
り
蔵

せ
し
め
、
從
っ
て
自
己
の
毯

る
部
分
仕
事
を
金
管

・
て
昧
は
し
む
る
爲
め

に
は
是
非
毫

共
星

活
禽

の
決
定
暴

加
す
・
の
権
利
を
之
・
認
・
ね
繁

昌

.
而
し
・
他
重

し
同
情

し
て
活
動
す
る
こ
濠

自
己
の
爲
め
暴

動
玄

・
・
も

一
曇

ハ活
動
を
自
由
・
し
轟

的
・
す
・
・
力
署

す



盛.

る
乞
常
ご
す
る
。
側

へ
は
自
己
の
利
益
を
増
加
す

る
短
め
に
多
く
勢
観
す

る
場
合

`
、
他
人
の
窮
に
同
情

し
て
之

を
救

ふ
矯
め
に
牧
人
増
加
を
得
ん
ご
し
て
同
し
く
多
く
の
勢
働
を
爲
す
場
合
ε
を
比
較
す
る
に
、
牧
人
増
加
の
爲

め
の
勢
働
π
る
こ
ε
は
同

一
て
あ
り
。
即
ち
其
勢
働
は
共
に
方
便
的

て
あ
る
か
、
併
し
後
の
場
合
に
於

て
方
便
た

b
苦
痛
た
る
を
威
す
る
こ
ε
か
少
な

い
。
興

ふ
る
者
は
受
く

る
者
よ
り
も
幸
福
な
り
ご
云
ふ
諺
の
如
く
。
同
情
は

人
を
し
て
自
由
自
獲
的
な
ら
し
め
、
從

っ
て
生
活
を
藝
術
た
ら
し
む
る
に
偉
大
の
浄
化
力
を
有
す

る
。
同
情

こ
そ

部
分
を
化
し
て
全
禮

ε
す
る
の
力
を
最
も
多
く
有
す
る
も
の
て
あ
る
。
故

に
吾
々
か
共
同
生
悟
を
瞥
む
に
付

て
は

如
何
に
し
て
各
人
の
之
に
封
ず
る
同
情
を
生
長
せ
し
む

へ
き
や
か
最
大
の
問
題
ざ
な
る
の
て
あ
る

自
由
自
撰
な
る
こ
ε
は
藝
術
的
活
動
の
生
命
て
あ
る
。
肚
會
を
改
進
す
る
爲
め
に
は
生
活
を
藝
術

た
ら

し
め
さ

る
へ
か
ら
す

ご
云
ふ
に
方
り
、
世
人
は
多
く
詩
人
や
書
寮
の
軍
凋
活
動
を
聯
想
し
、
叉
肚
會
改
造
論
者
の
中
に
も

.

前

に
述

へ
し
和
ぐ
圭
ε
し
て
手
工
業
者
や
農
民
の
軍
濁
活
動
を
輿
に
.藝
術
的
な
b
ε
す

る
者
も
あ
る
か
、
此
の
如

き
は
藝
術

の
意
義
を
不
當
に
狭
く
解
す
る
も
の
て
あ
る
。
今
後
も
詩
人
や
謁
家
や
農
民
や
漁
夫
の
軍
凋
活
動

の
必

要
な
る
は
科
學
者
の
研
究
室
内
に
於
け
る
軍
濁
活
動
の
必
要
な
る
か
如
く
て
み
り
、
又
今
後
も
此

の
如
き
軍
狸
活

動
を
欲
す
る
人
間
の
少
な
か
ら
ず
世
に
存
在
す

る
こ
ご
も
疑
を
容
れ
な
い
。
併
し
人
間

の
多
数
は
他

の
多
く
粋
人

,

々
ご
共
同
し
て
活
動
せ
ん
草
す

る
強
き
傾
向
を
有

し
。
彼
の
神
系
質
に
し
て
多
数
者
ご
相
和
し
難
き
性
癖
を
有
す

る
多
く
の
詩
人
や
書
家

ご
異
り
、
快
活

に
且
つ
熱
心

に
共
同
活
動
を
籍
す
こ
ご
を
要
求
す
る
看
て
あ
る
。
故
に
其

時
専
断
題

現
代
方
便
生
活
ピ
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協
力
其
物
を
眞

に
各
自

に
白
猿
的
な
ら
し
め
、
從

っ
て
協
力
事
業
か
客
観
的

に
は
如
何
に
機
械
的
敷
量
的

の
も
の

て
あ

っ
て
も
、
之
に
付
て
協
力
し
互

に
相
扶
く
る
ε
云
ふ
氣
分
を
沓
自
に
主
観
的
に
愉
快
な
ら
し
め
藝
術
的
な
ら

し
む
る
こ
ξ
か
、
今
後
の
肚
曾
改
造

の
中
心
目
的

己
な
ら
ね
は
な
ら

漁
。
吾
々
か
活
動
の
結
果

嬉
回
し
く
活
動
其
`

物
を
此
の
如
一
重
要
幌
す

る
こ
置
を
要
す

ε
す

れ
は
、
共
同
活
動
の
場
合
に
於
て
各
自
か
他

の
協
力
者
に
謁
し
て

探
る
所
の
態
度
か
最
も
注
意
を
要
す

る
問
題
ε
な

る
か
、
此
態
度
は
仕
事
其
物
に
謝
す
る
理
解
ε
同
情
ε
に
出
て

決
定
せ
ら
れ
る
。
從
來
は
活
動
を
以
て
結
果
を
得
る
の
方
便

に
過

ぎ
す
ご
し
た
る
か
矯
め
、
共
同
活
動
に
於
け

る
此

態
度
を
定
む
る
に
付

て
も
圭
に
結
果
を
得
る
に
適
當
な
b
や
否

や
に
着
眼
し
た
、
例

へ
は
從
來
能
率
技
師
は
生
産

を
大
に
し
又
は
勢
働
者
の
疲
勢
を
減

す
る
ε
云
ふ
結
果

を
暴
く
る
爲

め
、
勢
働
者

に
謝
し
盲
目
的
に
自
己
の
指
…圖

に
服
從
す
る
こ
ご
を
要
求
し
、
或
は
學
者
か
自
己

の
意
見
を
主
張
す

る
に
も
専
制
君
主

か
命
令
を
下
だ
す

か
如
き

態
度
を
以
て
世
間

に
謝
し
、
只
管
ら
思
想
を
善
導
す
る
の
結
果
を
得
る
こ
ε
に
腐
.心
し
た
の
て
あ
る
か
、此

の
如
き

態
度

か
非
藝
術
的
て
め
り
。
又

一
般
協
力
者
の
活
動
を
藝
術
的
な
ら

し
む
る
を
得
さ
る
こ
`
か
明
か
て
あ
る
。
政

治
上

の
共
同
生
活

に
於

て
専
制
者
の
善
敬
よ
b
も
寧
ろ
拙
劣
な

る
自
治
を
攫
む

へ
し
ご
云
ふ
主
張
は

一
般
に
承
認

せ
ら
れ
、
又
後
進
の
民
族
自
決
主
義
も
正
當
覗
せ
ら
れ
ん
ε
し
て
居

る
か
、
此
趣
意
は

一
切
の
人
的
交
渉

に
於

て
も

徹
底
せ
ら
れ
ね
は
な
ら

訟
,
比
熱
よ
り
見

る
に
彼

の
理
想
的
祉
會
を
造
b
出
す
爲

め
に
は
手
段

の
如
何
を
問
は
す

蓬
主
張
す
る
極
端

の
階
級
職
論
者
は
大
に
反
省
せ
ね
は
な
ら

ぬ
。
不
完
全
な

る
人
類
肚
會
に
於
て
訊肌
會
改
造
よ
時

r

』
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幽

に
激
烈
な
る
階
級
戦
の
行
は
る
、
は
避
け
難
き
必
要
を
有
す
る
こ
ε
は
之
を
認

め
ね
は
な
ら
ぬ
か
、
併
し
多
く
の

極
端
な
る
階
級
戦
論
者
は
從
來

の
通
弊
に
陥
b
、
理
想
的
肚
曾̂
ε
云
ふ
結
果
の
み
に
着
眼
し

、此
結
果
を
産

み
出

な
す
所
の
活
動
自
身
は
軍
に
方
便
に
過
ぎ
す
ε
す
る
の
て
あ
る
。
活
動
を
強
く
方
便
現
し
て
結
果

に
急
く
人
間

か

果
し
て
能
く
與

へ
ら
れ
た
る
理
想
肚
曾
の
下
に
思
想
的
に
生
き

る
能
力
を
有
す

へ
き
か
は
頗
る
疑
問
ε
な
ら
さ
る

を
得

な
い
。
叉
理
想
的
耽
會

の
下
に
於
て
も
絶

へ
す
修
正
改
造

の
活
動
か
起

っ
て
、
人
間
の
永
久

の
進
歩

か
實
現

せ
ら
れ
る
の
て
あ
る
。
吾
々
の
生
活
は
畢
竟
此
修
正
改
造

の
活
動
即
ち
結
果

へ
の
道
行
き
か
ら
成
立

つ
も
の
て
あ

る
か
ら
、
吾
々
は
修
正
改
造

の
結
果
を
盆
理
想
的
な
ら
し
む
る
`
同
様

に
、
結
果

に
到
達
す
る
道
行
き
過
程
を
も

出
來
得
る
限
り
理
想
的

の
も

の
ε
す

る
こ
ご
に
努

め
ね
は
な
ら

ぬ
。
特
に
共
同
生
活
能
力
の
根
原
を
駕
す
所

の
博

,
大
な

・
同
情
、心
を
衰
弱
せ
し
む

る
所

俗

悪
嫉
妬
復
讐
の
如
き
萎
縮
的
戚
念
を
煽
揚
す

る
こ
ε
は
出
來
得
る
限
り

避
け

ね
は

な
ら

ね
。

、

,

卜

、
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